
OOEDO SAMURAI



OOEDO SAMURAI ＝ ロボコンコミニティ

● 年齢や場所にとらわれないエンジニア同士の交流の場　
● RoboMaster・マイクロマウス・Robocup 等
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構成メンバー

● 年齢層：20-30歳（社会人含む）

● 学生所属元：早稲田大学、東京農工大学、明治大学、

青山学院大学、東京理科大学...etc.

● 経歴：高専ロボコン、学生ロボコン、飛行ロボコン、RCJ、

FRC、マイクロマウス、初心者...etc.
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OOEDO SAMURAIの組織構成
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マイクロマウス ProjectRoboMaster Project

総合活動班

Robocup Project

役員会

個人活動班



OOEDO SAMURAIの特筆性
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集団でロボットを作れる場と資金の提供
● 練習場所の獲得

● スポンサーの獲得



OOEDO SAMURAIの特筆性
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色々なロボットの技術を交換したり、他のプロジェクトに参加する敷居が低い



ロボコンは理系分野のみではない
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開発の流れ

設計

加工、開発

大会出場

テスト

大会レギュレーションを見ながら、
チームの戦略やロボットの設計を
決めていく

設計に基づいて、ロボットを製作、
さらに制御の実装を行っていく

実際にロボットを動かすことで、課
題や改善点を抽出していく

日本、海外の大会で活躍する

❖ 大会レギュレーションの翻訳
❖ 運営と誰が連絡を取るのか？
❖ その共有方法は？

❖ 資金はどう調達するのか？
❖ 予算は誰がどうやって管理する

のか？
❖ メンバーをどう集めるのか？

❖ どこでやるのか？
❖ 契約は？
❖ ドローンを飛ばしてもいいところ

なのか？

❖ 大会に行くためのお金は？
❖ どうやってロボットを現地まで運

ぶのか？
❖ 通関や法的規制をどうする？

技術的な要素 非技術的な要素



コミュニティとして

複合的知識を試す実践と交流の場

● ロボティクス以外にもあらゆる知識とスキルが必要となる

● 知識やスキルが異なる者同士が一つの目標に向かって共創

し、協力し合う場を提供することこそがOOEDOSAMURAI

の使命
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